
Vol.8 2022年4月発行（偶数月発行）

凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・オンライン講座『障害当事者地域連絡協議会
設立記念 第1回ピアゲートキーパー養成講
座』を行いました

・「はあもにい」「くまにちすぱいす」に記事
を掲載いただきました

・今年度の事業予定について

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信
報告

2022年3月13日（日）19:00～21:00 zoom

第1回ピアゲートキーパー養成講座を行いました
講師に、一般社団法人minori代表理事の高木聡史さん、NPO法人KP5000の原田文子さんを迎え、「第1回ピア
ゲートキーパー養成講座」をオンラインで行いました。定員を超える32名のお申込をいただきました。

◀原田さんのスライドより
仲間（ピア）の存在がとても
大きな力になることを具体例
をあげながらお話しいただき
ました。

原田さんからは、「ピアのちから」と題して、仲間で支え合うことの
大切さや難しさをあげながら、内面的なお話をいただきました。日々
仲間を大事に見つめて活動されていることが伝わってきました。

高木さんからは、「ケアする人を支えるヒント 自殺の
相談を受ける仲間へ」というタイトルで、自身も障害な
どを持ちながら「ゲートキーパー」の役割を担うことに
なった人を、まわりのピア仲間がどのように支えると良
いか、ピアコミュニティの力や可能性についてお話しい
ただきました。

高木さんのスライド
より▶

ピア仲間での日ごろ
からのコミュニティ
が重要であることを
お話しいただきまし
た。

参加者の方々からは、「アサーティブに伝えることと傾聴が場合によっては相反するのではないか？」
「自殺したいという気持ちを否定すると追い打ちをかけてしまわないか？」などの質問があり、それぞれ
の質問へ講師の方々に丁寧にお答えいただきました。
次は、事例なども交えたお話をする機会を設けたいと計画しています。2022年4月末～5月頃に開催予定で
す。ぜひご参加ください。凸凹ライフデザインホームページ等でご案内します。

＊一般財団法人くまもとSDGs推進財団新型コロナウイルス禍対策くまもと命を守る基金「社会的弱者支援
事業」助成を受け行いました。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

令和4年度の事業予定

①冊子の作成を行います
テーマは「医療との向き合い方」（仮）を予定し
ています。お医者さんとのかかわり方、医療機関
を受診して助かったこと、反対につらかったこと
や、こんなサービスがあったらいいなと思うこと、
ここはこんなふうに改善されたらいいなと思うこ
となど、みなさまの体験や意見を募集予定です。

②WRAPを発達障害当事者視点で試行します
発達障害当事者の研究として、WRAP（元気回復
行動プラン）を行います。WRAPの効果は広く認
められているところです。WRAPの取り組みを軸
に、「精神」と「発達」の似ているようで違う部
分の問い直しを行いたいと考えています。

③他団体と連携した活動・研究を行います
・居場所づくりに関する取り組み
・障害者の防災に関する取り組み
などについて連携団体と調整しています。

④コロナ禍での当事者会開催サポートを行います
オンラインを併用した発達障害当事者会の開催、
感染症対策を講じた開催のサポート作業を行いま
す。コロナ禍でますます当事者会の必要性は高
まっています。安心して参加できる場づくりに引
き続き協力します。

熊本市男女共同参画情報誌「はあもにい」91号
（2022年3月）に、「障がいのある人のテレ
ワーク」について取材いただいた内容を掲載し
ていただきました。
感覚過敏等の特性に応じた環境を自分で調整し
ながら働くことができるテレワークのスタイル
が普及することによって、発達障害のある人の
就労が後押しされるのではないでしょうか。
コロナ禍をきっかけにテレワークという働き方
が広がりを見せていることなどによって、思っ
ていたよりも現在は多様な働き方ができること
が社会に周知されつつあると思います。

2022年4月1日付「くまにちすぱいす」特集“理解とサポートの
輪 広げて！ 発達障害について考えよう”に、当事者の声とし
て凸凹ライフデザインの活動も取り上げていただきました。4月
2日の「世界自閉症啓発デー」、2日～8日の「発達障害啓発週
間」にあわせての特集でした。
まだまだ社会の中では弱点として認識されることが多い発達障
害特性ですが、自分とまわりの環境がうまく合致すれば大きな
力となることもあります。
発達障害特性のある人も生きやすい社会の実現は、周囲の理解
と行動なくしては実現できません。正しい理解と積極的な行動、
啓発の協力をお願いします。

くまにちすぱいすは
web版もあります▶

発達障害当事者
会定例会の会
場・オンライン
ハイブリッド開
催を行っていま
す。会場に行く
ことは難しいけ
れど、当事者会
に参加したいと
いう方はぜひオ
ンラインでのご
参加もご検討く
ださい。


